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外膜小胞を用いた歯周病ワクチン

◼ 歯周病罹患者は10億人以上であり、様々な全身疾患の発症/進展に関連

◼ 犬の歯周病罹患率も極めて高く(3歳で8割)、健康寿命との関連が推察

◼ 歯周病制御手段の開発が課題 → 人間と犬の歯周病ワクチン開発へ

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼研究概要図

◼ 研究者名：中尾龍馬、山口雄大、安部公博

◼ 所属：細菌第一部

◼ 共同研究先：京都大学・東京農工大学

◼背景・解決したい課題

【ワクチン】：歯周病/歯周病原細菌 Porphyromonas gingivalisなど

◼ 歯周病原細菌Porphyromonas gingivalis (Pg) の外膜小胞(OMVs) は、
主な病原因子でLPSやジンジパインを含有

◼ Pg の OMVs をマウスに経鼻投与すると、Pg 特異的な血清 IgG 及
び唾液の SIgAが誘導、Pgが口腔から排除

◼ 歯周病菌 FnとAaのOMVsは強力な粘膜アジュバント活性を示す

◼ ビーグル犬へのワクチンでは、初めに経鼻でプライミング後、筋肉
内にブースター投与することで、 Pg 特異的な血清 IgG 及び唾液の
SIgAが誘導。 口腔からの歯周病菌の排除効果は未確認

◼ 霊長類モデルでの研究開発は、京都大学 EHUB 共同利用研究 一般研究の
支援を受けて実施中。

◼ 犬モデルでの研究開発は、JSPS挑戦的研究(開拓)の支援を受けて実施さ
れた。現在、製薬企業・CDMO 等と共同開発の連携先を探索している。

◼ 知財：特許第7462864号
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